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７
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
７
月
23
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

書学　岩國　松雪　墨色、潤渇、余
白、運筆の錬度に変化をつけ落款
に至るまで、品よく纏めている。
キャリアを感じさせる雅味ある作。
	 （審査評　東仲　遙邨）

【かな半紙】

鎌倉　石田　青珠　気を衒わず品致
高く素直な字形で、美しく紙面を
捉えた。渇筆で大きく入れた「雲」
の配字良く爽やかさを感じる。
	 （審査評　中條　琳音）

【漢字半紙】

岩書　伊藤　信子　紙墨相和し縦横
無尽に筆が展開し乍ら余白明るく
全体のバランスも上々、特に「聲」
が出色。余韻 の会心作。

	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】
伊
賀
　石
田
　春
代
　線
に
よ
る
表
現
が
見
事
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
巧
み
な
筆
致
に
よ
り
変
化
に
富
み
、

自
然
な
流
れ
は
心
地
よ
い
。
余
白
が
効
い
た
存
在
感
あ
る
作
。	

	

︵
審
査
評

　二
宮

　桂
秀
︶

【かな条幅】
初
音
　岡
本
　智
子
　き
り
り
と
引
き
締
ま
っ
た
筆
線
は
細
い
糸
を
紡
ぐ
か
の
よ
う
に
大
小
疎
密
の
展
開
を

成
し
た
。
墨
色
の
黒
と
余
白
の
白
は
、
す
っ
き
り
と
響
き
合
い
新
風
を
吹
き
込
む
の
感
あ
り
。

	
	

︵
審
査
評

　中
島

　永
岳
︶

【漢字条幅】
采
女
　熊
野
　素
心
　鋒
を
十
分
に
操
り
、
落
款
・
押
印
に
至
る
ま
で
気
脈
の
途
切
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
秀

作
。
弛
み
な
い
努
力
と
錬
磨
を
窺
わ
せ
る
。

︵
審
査
評

　永
井

　香
樹
︶
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今月の優秀作品 漢字条幅・漢字半紙

　
　観
門

　  

菅
原

　愛
山

　
　観
門

　  

橋
本

　桃
舟

　
　プ
ラ

　  

高
橋
久
美
子

　
　万
里

　  

神
之
田
澄
水

　
　八
戸

　  

大
橋

　協
司

　
　書
学

　  

宗
像

　陽
子

　
　野
光

　  

安
藤

　青
仙

　
　春
風

　  

渋
谷

　和
子

　
　和
同

　  

吉
田

　明
子

　
　書
学
　  

桑
原
　実
香

　
　書
学
　  

眞
田
　夏
鹿

　
　松
寿
　  

友
澤
　留
美

　
　書
学
　  

林
　
　幸
子

　
　書
学
　  

新
井
有
季
子

　
　書
学
　  

宮
本
　佳
奈
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今月の優秀作品 かな条幅・かな半紙

　
　
書
学
　  

原
地
　
桃
香

　
　
石
泉
　  

山
口
　
晃
瑩

　
　
若
竹
　  

柴
　
真
基
子

　
　
書
学
　  
牟
田
　
幸
子

　
　
プ
ラ
　  

高
橋
久
美
子

　
　
Ｙ
Ｓ
　  

栁
瀬
佐
代
子

　
　
青
書
　  

影
山
　
史
峰

　
　
大
井
　  

髙
木
　
洋
子

　
　
書
学
　  

齋
藤
　
和
子

　
　
湘
花
　  

高
橋
　
佳
子

　
　
黒
水
　  

茂
野
　
芳
子

　
　
梧
星
　  

横
木
　
優
子

　
　
書
学
　  

安
田
　
朋
未

　
　
書
学
　  

眞
田
　
夏
鹿

　
　
書
学
　  

松
本
　
千
尋
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今月の優秀作品新和様条幅・新和様半紙

　
　
神
奈
　  

坂
下
　
蓉
水

　
　
広
島
　  

好
田
　
萩
水

　
　
万
里
　  

神
之
田
澄
水

　
　
野
沢
　  

高
柳
美
佐
恵

　
　
プ
ラ
　  

相
澤
美
佐
子

　
　
白
鳥
　  

佐
藤
　
裕
子

　
　
書
学
　  

山
本
　
浩
代

　
　
書
学
　  

藤
田
　
理
佳

　
　
里
山
　  

小
宮
山
魚
真

　
　
山
口
　  

神
田
真
理
子

　
　
二
戸
　  

戸
田
　
克
子

　
　
山
　  

野
村
　
素
生

　
　
大
楠
　  

岡
部
　
康
子

　
　
加
茂
　  

西
潟
　
春
香

　
　
春
水
　  

伊
藤
　
宏
子
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今月の優秀作品細 字

五合　		河野　江舟

書学　		和久津久美

ちば　		吉村　まさ子

書学　		尾㟢美和子

書学　		宮下　香奈

佐波　		淺野　典子
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今月の優秀作品 篆 刻 ・ 実 用 書

規
定	

「
長
生
久
視
」　
　
審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

随
意
「
永
寧
」

水
茎	

山
下
　啓
子

分
間
が
整
い
印
篆
に
よ
る
漢
印
の
風

格
が
あ
る
。
一
本
の
線
に
も
豊
か
な

味
わ
い
が
感
じ
ら
れ
、
確
か
な
安
定

感
で
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ
る
作
。

水
茎	

武
藤
美
栄
子

春
秋
戦
国
篆
を
用
い
た
意
欲
作
。

シ
ャ
ー
プ
な
線
質
と
鋭
利
な
収
筆
、

更
に
穿
挿
を
用
い
て
文
字
を
大
き
く

見
せ
る
章
法
が
見
事
で
あ
る
。

書
学 

嬉
野
満
利
子

文
字
の
疎
密
を
考
慮
し
、
対
角
で
大

小
を
つ
け
た
章
法
が
素
晴
し
い
。
太

め
の
外
郭
が
醸
し
出
す
古
拙
の
味
わ

い
も
抜
群
で
、
存
在
感
の
あ
る
作
。

書
学 

及
川
　
理
佐

文
字
と
外
郭
の
太
さ
が
絶
妙
で
線
質

も
良
く
、
伸
び
や
か
で
全
体
的
に
明

る
い
作
。
外
郭
に
挑
戦
的
な
部
分
が

加
わ
れ
ば
さ
ら
に
良
い
。
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今月の優秀作品 審査評一 字 書

規
定
（
霖
）
雨
と
林
の
合
体
文
字
を
、
変
化
多
様
な
造
形
表
現
す
る
こ
と
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
も

難
し
い
課
題
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

随
意
（
め
）
課
題
の
字
体
は
、
筆
遣
い
は
円
勢
に
す
る
必
然
か
ら
、
変
化
を
つ
け
る

表
情
に
苦
労
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

水
茎
　鶴
渕
　雅
子
　漢
字
「
女
」
の

造
形
を
規
格
雄
大
で
自
然
流
動
な
確
か

な
技
法
で
表
現
さ
れ
、
安
定
し
て
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
線
の
強
さ
を
表
出
す

る
用
紙
を
望
む
。

三
木
　宮
田
　雲
鶴
　書
き
出
し
含
墨

量
多
大
の
潤
筆
の
滲
み
の
効
果
と
、
曲

線
の
渇
筆
筆
捌
き
は
力
強
く
余
白
を
巻

き
込
む
秀
作
。
創
造
性
に
富
む
感
性
が

光
る
。

水
茎
　川
原
　重
信
　自
然
で
基
本
的

な
作
風
の
運
筆
は
、
線
に
静
動
を
表
わ

し
弾
力
あ
る
よ
い
線
だ
。
奇
を
避
け
た

心
情
の
字
形
が
好
感
あ
っ
て
平
が
な
作

品
中
最
傑
作
。

春
日
　曽
我
　卓
史
　等
筆
圧
を
か
け

な
が
ら
沈
み
込
む
線
は
、
重
厚
感
に
勝

る
。
余
白
の
一
点
を
望
遠
鏡
で
覗
く
景

色
は
的
を
射
て
向
き
あ
う
。
黒
墨
の
特

殊
性
を
見
る
。

き
し
　根
来
　佐
枝
子
　甲
骨
文
字
を
背
後

と
し
、
各
画
の
線
条
は
淡
々
と
し
た
墨
量

の
変
化
で
多
様
な
表
現
を
見
る
。
並
び
連

な
る
情
趣
を
感
じ
る
。

水
茎
　青
戸
佑
き
こ
　や
ゝ
結
体
は
難
解
な

れ
ど
、
線
は
多
様
な
表
情
を
見
せ
躍
動
し

た
。
表
現
力
は
自
在
で
達
者
だ
が
走
り
過

ぎ
の
感
が
あ
る
。
最
終
画
伸
び
過
ぎ
た
。

神
子
　吉
田
　紅
夢
　雨
と
林
の
字
形
の
表

現
は
個
々
に
独
立
し
な
が
ら
も
楽
し
い
。

線
美
は
明
朗
で
リ
ズ
ム
の
中
で
書
か
れ
た

気
韻
生
動
を
感
じ
る
。

宮
城
　長
嶋
　翠
月
　木
簡
調
の
リ
ズ
ム
に

よ
る
造
型
は
、
点
画
静
動
に
よ
り
連
続
さ

れ
た
筆
意
を
表
す
。「
林
」
の
左
右
に
張
り

出
す
筆
勢
の
直
線
で
調
和
を
作
り
だ
す
。


